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カデンツ構造と音楽形式の考察
－ベートーヴェン ピアノソナタ第１番の分析を通して－

三 上 次 郎

Research of Cadence structure and Analysis of Musical form
Through the analysis of Beethoven's Piano Sonata Op.２-１

Jiro Mikami

はじめに
楽曲分析にはいくつかの立ち位置があり，作品の分析研究に当たっては某かの方法がと
られている。分析をしなければならないファクターは形式，和声，構造や様式などでそれ
に対応する手段として，楽式論や和声学が考えられるが，通常対位法は分析の手段となる
ことはなく，対位法的楽曲を分析する場合は主に構造へのアプローチが主体となり，どち
らかというと楽式論の領域となる。和声構造への歴史的変換は必ずしも対位法との決別を
意味していないが，この変換が音の構造の分析，つまり和声分析を著しく容易にしたこと
は否めない事実である。和声への構造化は明確にカデンツの構造化へすすみ，これが楽曲
形式に大きく影を落とすこととなった。このことはバッハのインヴェンションあるいはシ
ンフォニアの構造に明確に表れており，フーガにおいてもその片鱗を見ることができる。
カデンツの構造が形式と深くかかわっているのは事実であるが，すべてにそのパラダイム
が適応できるかというと，事はそう簡単ではないように思われる。
和声構造の考察は D-Tの進行のみを考察することで完結するわけではないが，この進
行が和声構造の基幹をなしていることも事実であるため，本論ではベートーヴェンの初期
の作品である，ピアノソナタ作品２の１のカデンツ構造の考察をとおして，D-Tの進行
がどのように設定されているのかを考察し，形式との関わりについて論じることにする。

カデンツについて
音楽形式を考察する上でカデンツの存在は形式の節目としての拠り所となるものと考え
られる。D-Tの動きは，段落的な解決に何らかの影響をもたらしているからである。一
般的な和声学教書の中でカデンツは終止と呼ばれ，主に「完全終止」「半終止」「偽終止」
「変格終止」に分類され，さらに「フリギア終止」や「ピカルディ―終止」などが加えら
れる。これに関しては前論文１で詳述しているのでここでは割愛するが，D-Tの進行は必
ずしも同じ比重を持っているわけではなく，さらに詳細にみるといくつかの型に分類され
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譜例１

ることが窺える。このことは，カデンツの基本構造とそのヴァリアントを考察することで
明らかにすることができる。そのため，まずは実際の作品の D-Tの進行とそのヴァリア
ントの在り様の考察を試みる。

ピアノソナタ第１番 １楽章のD-T 進行
通常和声学においては和音記号の表記はⅠ～Ⅶのローマ数字を使用するのが一般的であ
るが，それ以外の表記については特に決まったものは存在しない。特に変化和音やその他
複雑な音の変化について標記の法則があるわけではないので，その分析結果をどのように
記述するかは意外と難解な問題である。そのような状況にあっても，D-Tの進行は共通
に認識できるものであるため，D-Tの進行を中心に行うことで，ある程度の和声の骨格
を把握することができる。それは D-TがⅤ―Ⅰと表記され，そのヴァリアントは転回形
の数字の表記で処理できることに起因している。この D-Tを中心とした分析を基に，本
論でどのような記載を試みるのかを第１主題から第２主題の冒頭までを通して示す。（譜
例１）
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２ Edward Aldwell, Call Schachter, and Allen Cadwalladelll「Harmony &Voice Leading,」
Fourth Edition Internatlonal Edition２０１１P.４６７

３ 林 達也著「新しい和声」アルテスパブリッシング ２０１７年 P.０３１
柳田孝義著「名曲で学ぶ 和声法」音楽之友社 ２０１４年 P.１５４その他。

この譜例において１５小節までの和音はローマ数字と転回形の数字の表記で表すことがで
きるが，１５小節目からの３つのフレーズは半音変化を記述しなければならない。この半音
変化を含む借用和音はこれまでドッペルドミナントとしていくつかの表記が見られるが，
本論ではドミナントの絡んだ和声として上記のような表記をしている。これは「Harmony
& Voice Leading」２のなかで使用されている表記方法を基にしたものである。このように
本論では D-T以外の進行について記載する必要が生じる場合には，数字付き低音を基本
とした記載方法をとることにする。
しかしながら，ここで問題としているのは和音記号の表記ではなく，D-Tの進行につ

いてであるので，その考察をさらに進めていきたい。
１～８小節の和音は次のようなつながりである。

この和音を機能に置き換えると T-D-T-D-T-S-Dとなり，D-Tの進行が２つ存在してい
る。カデンツが D-Tを含みその構成の大きな要素であるが，通常この２つの D-Tをカデ
ンツとして解釈することは行わない。これらはあくまでも経過的な和音進行であり，カデ
ンツを構成するものではないからである。しかしながらこの最後の Dの和音は明らかに
フレーズの終わりにあり半終止の様相を呈している。半終止は通常 D-Tの流れに従いⅤ
の次にはＴのⅠが現れるはずであるが，ここでは異なった調のＴが現れる。したがってこ
の半終止は通常の半終止と異なる変則的なものであると解釈することができる。
次の D-Tの進行は１３～１４小節に現れる。この D-Tは次の小節でフィギュレーションに

変化があるためフレーズの終結部として把握することができ，カデンツの１つとして考え
られる。カデンツの種類には「全終止」や「半終止」などの前述したようなものがあるが，
ここにあるような進行はその種類には属していない。しかしながらカデンツの中に「不完
全終止」（imperfect cadence）の記述をしている和声学書も複数存在しており，このよう
な進行をカデンツとして含めている３。不完全終止は主に転回形が絡んでいる D-Tの進行
とされているが，和声学書によっては基本形どうしであっても，Ｔの最高音が主音でない
場合も不完全終止としているものもあり，確定した定義は見当たらない。本論では最高音
の位置を考察に加えると，分析の考察が煩雑になるため，最低音の位置によって完全か不
完全かを識別している。
この１３～１４小節のⅤ―Ⅰの進行はそのＴの位置がフレーズの終結部に位置しているが，
フレーズと D-Tの関係は２つの場面が考えられる。１つはここにあるように Tがフレー
ズの終わりに来る場合と，もう１つは Tが次のフレーズの冒頭に位置する場合である。（譜
例２）
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譜例２

譜例３

この前者は D-Tの動きとフレーズの終結が一致していることから「完結型」としてと
らえることができ，後者は次のフレーズが続いていることから「連結型」としてとらえる
ことができる。この「完結型」は Dの転回形と Tからなっているため終止としては「不
完全終止」であるため「不完全終止完結型」となる。
次に１５小節目からは次のような和音の並びとなる。

この連結が２回繰り返され，３回目のⅤに入ったところで次のフレーズの第２主題が始
まり，この部分が形式上の分岐点になる。この和音の機能で表すと S-（preD）-D-Tとな
る。この preDは別の調のドミナントのことであるが，サブドミナントとドミナントの間
にこのようなプレドミナントの領域が存在している。
１５小節目から始まったこの部分はⅤに入ったところで次のフレーズが始まるが，全体の
フレーズ感はこのⅤの部分があたかも半終止のような流れとなっている。（譜例３）

次の譜例はこのように半終止に入ったまま次のフレーズを続ける形である。（譜例４）
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譜例４

譜例５

４ 野平一郎 「ベートーヴェン ピアノ・ソナタの研究」 P.８

譜例６

２０小節目のこのカデンツはⅤの部分が半終止となるためこの形は「半終止連結型」とみ
なすことができる。ここから第２主題となるが，この第２主題の形式の分析は必ずしも統
一した見解となっていない。諸井三郎氏は２０小節目から２８小節目までを第２主題とし，
Hardingは４１小節前半までを第２主題とし，Toveyは同じ４１小節前半までをを第２グルー
プとしている。これらの形式分析とカデンツ構造を重ねてみると次のような結果がみられ
る。（譜例５）

譜例５の内，２８小節目はⅠとⅤの間にドッペルドミナントを挟んだ形で半終止に近い形
であり，フィギュレーションの変化を考察に加えると，この位置に形式的節目があるとい
う分析には幾分違和感を禁じ得ない。野平一郎氏は２６小節目を形式的節目と捉え「推移部
では26から32まで約２オクターヴにわたって旋律線が上向していく」と述べている４。こ
の位置には D-Tの進行を見ることができ，形式的節目として捉えることができる。（譜例
６）
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譜例７

譜例８

４１小節目は完全終止の形を示している。この完全終止は次に新たなフレーズに入ってい
ることから「完全終止完結型」とみることができる。（譜例７）

この第２主題から終止までの間にどのようなカデンツが存在するかを考察する。（譜例
８）
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５ 諸井三郎 「ベートーヴェンピアノソナタ 作曲学的研究」 P.１５
Henry Alfred Harding 「Analysis of form in Beethoven. Sonatas」 P,２

本論文では著者による邦訳をおこなっている。
Donald Francis Tovey 「A Companion to Beethoven's Pianoforte Sonatas」P.１２

本論文では著者による邦訳をおこなっている。

ここに示した①～④の D-T進行以外にも D－Tの進行は存在するが，この４つの進行
が存在する個所はフィギュアの変化と連動している点が他の D－Tの進行と違っている。
この D－Tを和音記号で示すと次のようになる。

①は転回形の D－Tであるが，フィギュレーションの変化があり終止の一部としてみな
すことができる。前述した「不完全終止」に属し Tの個所で次の場面に連結をしている
ため，「不完全終止連結型」として捉えることができる。
②も転回形どうしの D－Tであり，①と同様フィギュレーションの変化する位置に存在
している進行であるため，終止として捉えることが可能である。これも不完全終止であり，
フレーズが次の Tの位置から始まっていることから連結型となり①と同様に「不完全終
止連結型」として捉えることができるため，この①と②は同種の終止型として考えられる。
③は前述した通り，「完全終止完結型」であり，④は③と同様「完全終止」の完結型で

あるがこれは Tへの解決が引き延ばされており，通常これを上拍終止と呼んでいる。し
たがって，「完全終止上拍完結型」と考えられる。
以上考察した提示部のカデンツを整理すると，半終止については，「半終止通常型」と

考えられうるものの他に変則的な「半終止離脱型」と「半終止連続型」のヴァリアントが
考えられる。完全終止については「完全終止完結型」と「完全終止上拍完結型」を見るこ
とができ，不完全終止については「不完全終止連結型」を見ることができた。
続いて展開部であるが，この形式の分析は以下のようなものが見られる。５

この内，諸井と Toveyの分析に従いその節目の和声構造を考察する。Toveyの分析は
諸井が第２群としたところを主題 Bと B主題の継続という２つのセクションに分割して
しているが，両者はほぼ同じ分析を行っている。したがって，ここで形式上の分割点は以
下の５か所となる。（譜例９）
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譜例９

２つの３小節グループ ４９～５４

主題Ｂ ５５～６２

Ｂ主題の継続 ６３～８０

ドミナントの準備 ８１～９２

ドミナントの保続 ９３～１００

展開 ５０～１０３第１群 ４９～５５

第２群 ５６～８１

第３群 ８２～９３

第４群 ９４～１００

ToveyHarding諸井三郎

この展開部には譜例 にみられるような D-Tの進行が含まれているが，フィギレーショ
ンの変わり目に存在しているカデンツ進行は上記の４か所と考えられ，これらはすべてⅤ
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譜例１０

譜例１１

譜例１２

度に進行する「半終止」型でさらにⅤ度から次のフレーズが始まる「連結型」であること
から「半終止連結型」であると考えられる。（譜例１０）

続いて再現部となるが，この再現部は不完全終止上に現れる。（譜例１１）

この再現部のフィギュレーションの変わり目に現れるカデンツは以下の通りである。（譜
例１２）
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６ 三者の小節数の違いはアウフタクトをカウントしているかどうかによっている。

第１グループ １～１６
推移 １７～２２
第２グループ ２３～３１
第１グループの再現 ３２～４７
第２グループの再現 ４８～５５
終止 ５６～６１

第１主題 １～１６
推移のエピソード １７～２２
第２主題 ２３～３１
展開 ３１
第１主題 ３２～４７
第２主題 ４８～５６
終止 ５６～６１

第１部 １～１６
第２部 １７～３１
第３部（前半） ３２～４７
第３部（後半） ４８～６１

ToveyHarding諸井三郎

１楽章に出てくるのは半終止と完全終止，不完全終止の３種類であり，偽終止やその他
の終止は見当たらないが，この３種の終止にヴァリアントが存在していることが明らかに
なった。終止には「完結型」と「連結型」の基本的なヴァリアントがあり，その他に半終
止には「離脱型」と考えられるヴァリアントが存在している。さらに２楽章以降のカデン
ツ構造について考察を進めてみることにするが，これ以降は通常の終止形は割愛し特徴の
ある終止形を主に取り上げる。
上述の３氏の２楽章の形式分析の比較は以下のようなものである。６
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譜例１３

譜例１４

２楽章のカデンツは以下の個所で見ることができる。
①４小節目 半終止通常型
②８小節目 完全終止上拍完結型
③１２小節目 不完全終止連結型
④１６小節目 完全終止上拍完結型
⑤２２小節目 不完全終止完結型
⑥２７小節目 完全終止連結型
⑦３１小節目 完全終止連結型
⑧３５小節目 半終止通常型
⑨３９小節目 完全終止上拍完結型
⑩４３小節目 不完全終止連結型
⑪４７小節目 完全終止上拍完結型
⑫５２小節目 完全終止完結型
⑬６１小節目 偽終止変則型

この内⑤の２２小節目の「不完全終止完結型」は譜例に見るようなものであり，Toveyは
推移部と第２グループのつなぎ目として分析している。この部分はフィギュレーションの
変化から考察すると形式的区切りとして把握できると思われる。（譜例１３）

次に⑬の偽終止は変則型のヴァリアントとして把握できる。通常偽終止はⅤ―Ⅵの連結
であるが，このヴァリアントとしてはⅤ―Ⅳ６が存在している。このカデンツはそれとは
違う様相を見せている。（譜例１４）

続く３楽章はメヌエットとトリオの３部形式である。比較的オーソドックスな形式であ
るにもかかわらず，いくつかのカデンツは特徴ある形をしている。
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譜例１５

譜例１６

譜例１７

①１４小節目 完全終止完結型
②２５小節目 完全終止延長装飾型
③２８小節目 半終止通常型
④４０小節目 完全終止完結型
⑤５０小節目 完全終止完結型
⑥６５小節目 半終止装飾型
⑦７３小節目 不完全終止完結型

①の「完全終止完結型」は完全終止のカデンツが２回重なった構造となっている。（譜
例１５）

続く２５小節目の②の完全終止は次のようなもので，D-Tの終止が２回繰り返されたの
ち更に縮小された D-Tが繰り返される。上記①の２回の繰り返しは「完全終止完結型」
としても把握できるが，③の終止は「完結型」より更に延長されたものであり，「完全終
止」に延長された装飾が付加された「完全終止延長装飾型」であると考えられる。（譜例
１６）

⑥は半終止に経過的なドッペルドミナントが挟まったもので，半終止の和音が装飾され
ており「半終止装飾型」ととらえることができる。（譜例１７）
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譜例１８

第１グループ １～２１
主題 A １～４
主題 B ５～１２
ドミナントの９小節 １３～２１
第２グループ ２２～５６
新たな８小節の主題 ２２～３３
もう１つの８小節の主題２４～４９
カデンツグループ ５０～５６
展開 ５７～５８
エピソード ５９～１３７
新たな１０小節の主題 ５９～６８
繰り返し ６７～７８
第２ストレイン ７９～９４
繰り返し ９５～１０８
音型（a）の繰り返し １０９～１２６
ドミナントの準備 １２７～１３７
第１グループの再現 １３８～１６０
第２グループの再現 １６１～１９２

第１主題 １～１０
接続的エピソード １０～２３
第２主題 ２３～５１
終止 ５１～５７

展開 ６０～１４１

第１主題 １４１～１４９
接続的エピソード１４９～１６４
第２主題 １６４～１９２
コーダ １９２～１９６

第１部 １～５８
第一主題の呈示 １～１３
推移 １４～２２
第二主題の呈示 ２３～３０
第二主題の確保 ３１～３４
終止 ３５～５０
第一主題の再現 ５１～５６
推移 ５７～５８
第２部 ５９～１３８
第１群 ５９～１０９
第２群 １１０～１３８
第３部 １３９～１９６
第一主題の再現 １３９～１５２
推移 １５３～１６１
第二主題の再現 １６２～１６９
第二主題の確保 １７０～１７３
終止 １７４～１８９
第一主題の再現 １９０～１９６

ToveyHarding諸井三郎

⑬１０２小節目 完全終止連結型
⑭１１８小節目 無終止連結型
⑮１２７小節目 半終止連結型
⑯１３８小節目 完全終止連結型
⑰１４６小節目 フリギア終止
⑱１５２小節目 半終止連結型
⑲１５９小節目 完全終止連結型

①９小節目 フリギア終止
②１３小節目 半終止連結型
③２０小節目 完全終止連結型
④２９小節目 完全終止連結型
⑤３３小節目 完全終止連結型
⑥４２小節目 完全終止連結型
⑦４９小節目 完全終止連結型

⑦はトリオの終結部分の終止であるにもかかわらず，転回形を含んだ「不完全終止」と
考えられるが，７２小節の１拍目と７３小節の１拍目をつなぐと「完全終止」とみなすことも
でき，２通りの解釈が存在する。（譜例１８）

４楽章の形式分析は以下のようなものである。

第４楽章で明確なカデンツの構造が観察できるのは以下の個所である。



長崎大学教育学部紀要 人文科学 №８５（２０１９）60

⑳１６８小節目 完全終止連結型
㉑１７２小節目 完全終止連結型
㉒１８０小節目 完全終止連結型
㉓１８８小節目 完全終止連結型

⑧５８小節目 不完全終止連結型
⑨６８小節目 完全終止上拍完結型
⑩７８小節目 完全終止上拍完結型
⑪８６小節目 不完全終止完結型
⑫９４小節目 完全終止上拍完結型

譜例１９

譜例２０

譜例２１

これらの終止はいずれも形式上の変化にかかわるものであるが，①と⑰のフリギア終止
だけは形式上の節目としては機能いない。しかし，Ⅳ６を変化和音に入れ替えた特徴ある
形であり，フリギア終止の特徴である「半終止」的な機能を持っていると考えられる。（譜
例１９）

その他特徴のある終止形として挙げられるのは，⑭の「無終止型」である。音楽用語に
はこの「無終止」というものは存在していないが，フィギュレーションの節目において「カ
デンツ」構造を持たない構成が存在している。（譜例２０）

譜例２１の３小節目にフィギュレーションの節目が存在しているが，ここにはカデンツの
構造が存在していない。

次の譜例も同様の例が見られる。（譜例２２）
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譜例２２

譜例２３

本論ではこの構造を「無終止」とし，それに連結型や完結型のヴァリアントを加えてい
る。上記の２例は「無終止連結型」と考えられる。

終止形とおよび敷衍された型について
ピアノソナタ Op.２-１のに含まれているカデンツとして，「完全終止」「不完全終止」

「半終止」「偽終止」「フリギア終止」の他に，「無終止」を見出すことができた。それぞ
れの終止のヴァリアントは本文で分析をしたとおりであるが，下記に概略をまとめておき
たい。
「完全終止」
完全終止は本来曲尾に来るものであるが，D-Tの基本形同士の進行は曲中においても
起こりうるものである。D-Tの進行が完結しているものはＶ－Ｉの進行でフレーズが完
結し，新たに次のフレーズが始まるもので本論では「完全終止完結型」とする。この完全
終止は次のような形で変化する。まずは完全終止が上拍となるもので，「完全終止上拍完
結型」が存在する。「上拍終止」はフレーズの終わりに来ることがほとんどで，今回の分
析では「連結型」は見当たらなかった。一方で D-Tの Tが新たなフレーズとなる終止の
場合は，「完全終止連結型」となる。基本形どうしのカデンツの例としては譜例のような
ものがあげられる。（譜例２３）

「不完全終止」
不完全終止は Dか Tのどちらかが転回形となるもので，これには「完結型」と「連結
型」のヴァリアントが存在している。
「半終止」
通常の半終止は１つのフレーズの半ばにあり，全終止の間にいわゆる「問い」と「答え」
を形成している。これを通常の半終止という意味で，「半終止通常型」となり，そのヴァ
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譜例２４

譜例２５

譜例２６

リアントとしては「連結型」があり，その他にもドミナントが基本形ではなく転回形とな
る「不完全半終止」が存在する。（譜例２４）

次に半終止を構成するＶの次にＶを解決するＩではなく，別のフレーズが来るパターン
があり，これは「半終止離脱型」と考えられ，これは本論の１楽章にもみることができる。
「偽終止」
偽終止は譜例２５の「完結型」と譜例２５の「連結型」のヴァリアントが考えられる。

その他の終止としては「フリギア終止」があり，変則的ではあるが上記のピアノソナタ
の４楽章に存在している。また終止の和音進行を有さない「無終止型」が存在している。

まとめ
形式とカデンツ構造には密接な関係があることは，経験則からも認識できることではあ
るが，そこにどのような形でのカデンツが存在するかは考察を重ねる必要があることが，
この作品の考察を通しても明らかになった。単なるドミナントとトニックの連結における
構造であるが，形式的な節目を構成しているカデンツ構造は一般にカデンツと言われる雛
形とは違った様相を示している。ベートーヴェンのピアノソナタはこのカデンツ構造を基
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軸にしているが，そのカデンツ構造にはヴァリアントが存在している。そのヴァリアント
の様相が作品に影を落としている事は否めない事実であり，この Op.２-１を皮切りに更
に考察を深めてゆきたい。
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